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博物館博物館･歴史資料館だより歴史資料館だより博物館･歴史資料館だより
　

緑
に
囲
ま
れ
た
藤
橋
城
の
西
隣
り
に
、
か

や
ぶ
き
屋
根
の
民
家
が
五
棟
建
ち
並
び
、
懐

か
し
い
昔
の
景
観
を
う
か
が
う
こ
と
が
で
き

ま
す
。
か
や
ぶ
き
の
民
家
は
こ
の
地
域
の
旧

家
を
移
築
・
復
元
し
た
家
屋
で
、
江
戸
中
期

か
ら
明
治
初
頭
に
建
造
さ
れ
た
妻
入
り
住
宅

で
す
。

　

館
内
に
は
、
藤
橋
地
区
で
実
際
に
使
わ
れ

た
生
活
用
具
、
農
耕
用
具
、
林
業
用
具
が
棟

ご
と
に
テ
ー
マ
を
決
め
、
見
や
す
く
分
か
り

や
す
く
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。
お
も
な
展
示

資
料
を
紹
介
し
ま
す
。

①
林
業
資
料　

木
材
伐
採
に
使
わ
れ
た
各
種

の
ノ
コ
ギ
リ
・
ヨ
キ
類
や
伐
採
方
法
の
説

明
パ
ネ
ル
、
と
く
に
栃
の
板
を
挽
く
過
程

は
先
人
の
業
を
学
べ
ま
す
。

②
養
蚕
資
料　

新
旧
の
蚕
（
カ
イ
コ
）
の
飼

い
方
解
説
パ
ネ
ル
・
繭
標
本
・
蚕
棚
・
桑

籠
な
ど
を
展
示
。
蚕
は
「
お
蚕
さ
ま
」
と

大
切
に
扱
わ
れ
呼
ば
れ
て
い
た
の
で
す
。

③
紙
漉
資
料　

紙
の
原
料
を
蒸
す
大
き
な
釜

場
が
土
間
に
し
つ
ら
え
ら
れ
、
紙
漉
き
部

屋
も
あ
り
、
紙
漉
産
業
は
揖
斐
谷
山
村
の

重
要
産
業
で
あ
っ
た
こ
と
の
証
し
で
し
ょ

う
。
紙
漉
き
に
使
う
道
具
が
展
示
さ
れ
屋

外
に
は
紙
の
原
料
で
あ
る
コ
ウ
ゾ
、
ミ
ツ

マ
タ
な
ど
が
植
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

④
繊
維
資
料　

木
綿
が
栽
培
さ
れ
る
ま
で
は

庶
民
の
着
物
の
原
料
は
麻
が
主
で
、
不
足

分
は
山
野
に
自
生
す
る
イ
ラ
ク
サ
・
カ
ラ

ム
シ
の
繊
維
を
補
っ
て
い
た
よ
う
で
す
。

　
　

麻
・
イ
ラ
ク
サ
・
カ
ラ
ム
シ
の
繊
維
標

本
が
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。
と
く
に
寝
具

な
ど
は
今
日
の
よ
う
な
暖
か
く
柔
ら
か
な

布
団
で
は
な
く
藁
を
敷
い
て
寝
て
い
た
資

料
が
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

⑤
食
材
資
料　

日
本
人
の
主
食
は
白
い
米
の

ご
飯
と
思
い
ま
す
が
、
そ
れ
は
近
年
の
こ

と
で
お
米
を
補
う
大
切
な
食
材
と
し
て
ム

ギ
・
ヒ
エ
・
モ
チ
ビ
エ
・
キ
ビ
な
ど
を
加

え
食
べ
て
き
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
食
材
を

ど
の
よ
う
に
し
て
食
べ
た
か
、
展
示
資
料

が
あ
り
ま
す
。
屋
外
に
は
ヒ
エ
・
モ
チ
ビ

エ
な
ど
が
栽
培
さ
れ
て
い
ま
す
。

⑥
炭
焼
資
料　

木
炭
生
産
に
使
わ
れ
た
道
具

が
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。
炭
の
原
料
を
準

備
す
る
各
種
の
ナ
タ
・
カ
マ
が
展
示
さ
れ

炭
窯
を
築
く
ジ
ョ
リ
ン
、
鍬
。
各
種
の
藁

縄
や
炭
を
背
負
っ
て
運
ぶ
各
種
の
セ
タ
が

展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

⑦
降
雪
資
料　

降
雪
量
が
多
い
山
村
の
く
ら

し
で
あ
り
、
降
雪
対
策
の
道
具
な
ど
を
見

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
各
種
木
製
の
雪
か

き
道
具
、
藁
製
の
雪
グ
ツ
、
各
種
の
ミ
ノ

が
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
実
際
に
使
わ
れ
た
道
具
や

生
産
物
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
道
具
の

大
半
は
自
然
素
材
を
活
か
し
、
無
駄
の
な
い

形
態
を
求
め
、
手
と
頭
を
駆
使
し
た
先
人
の

心
境
が
伝
わ
っ
て
き
ま
す
。
ぜ
ひ
一
度
、
観

覧
に
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

・
入
館
料　

大
人　
　

五
〇
〇
円

　
　
　
　
　

子
ど
も　

二
五
〇
円

　
　
　
　
　

※
藤
橋
城
と
共
通

・
開
館
期
間　

四
月
一
日
〜
十
一
月
三
十
日

・
開
館
時
間　

十
時
〜
十
六
時

・
休
館
日　
　

月
・
火
曜
日

・
問
い
合
わ
せ　

５
２―

２
６
１
１

　
　
　
　
　
　

５
２―

２
１
１
１

揖
斐
川
町
の
祭
り
と
踊
り

調
査
事
業
講
演
会　

開
催

■
日
時　

11
月
３
日
（
木
・
祝
）

　
　
　
　

午
前
９
時
30
分
か
ら

■
場
所　

谷
汲
文
化
会
館　

３
階
大
会
議
室

■
講
師　

京
都
産
業
大
学
法
学
部
教
授　

　
　
　
　

所　
功 

氏（
揖
斐
川
町
小
島
在
住
）

■
演
題
「
マ
ツ
リ
文
化
の
再
発
見
」

民家を移築復元された民俗資料館

民家での昔の暮らしを想定した資料館内部

米にヒエ・キビなどを加えた主食資料炭焼に関わる資料

いろいろなミノや雪グツの展示


